
改

正

後

改

正

前

（
事
業
基
盤
強
化
促
進
円
滑
化
業
務
の
実
施
に
関

す
る
方
針
）

（
事
業
基
盤
強
化
促
進
円
滑
化
業
務
の
実
施
に
関

す
る
方
針
）

第
一
条

造
船
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十

九
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
十
七
条
第
一
項

の
事
業
基
盤
強
化
促
進
円
滑
化
業
務
の
実
施
に
必

要
な
事
項
に
関
す
る
方
針
に
お
い
て
は
、
次
に
掲

げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

第
一
条

造
船
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十

九
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
十
六
条
第
一
項

の
事
業
基
盤
強
化
促
進
円
滑
化
業
務
の
実
施
に
必

要
な
事
項
に
関
す
る
方
針
に
お
い
て
は
、
次
に
掲

げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一
〜
四

（
略
）

一
〜
四

（
略
）

（
指
定
金
融
機
関
に
係
る
指
定
の
申
請
等
）

（
指
定
金
融
機
関
に
係
る
指
定
の
申
請
等
）

第
二
条

法
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
指
定

を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
以
下
「
指
定
申
請
者
」

と
い
う
。）は
、
様
式
第
一
に
よ
る
申
請
書
に
次
に

掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
、
こ
れ
を
国
土
交
通
大

臣
及
び
財
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

第
二
条

法
第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
指
定

を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
以
下
「
指
定
申
請
者
」

と
い
う
。）は
、
様
式
第
一
に
よ
る
申
請
書
に
次
に

掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
、
こ
れ
を
国
土
交
通
大

臣
及
び
財
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

四

法
第
十
八
条
第
一
項
第
一
号
の
金
融
機
関
と

し
て
の
行
政
庁
の
免
許
、
認
可
、
承
認
そ
の
他

こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
（
以
下
こ
の
号
に
お
い

て
「
免
許
等
」
と
い
う
。）を
受
け
て
い
る
こ
と

を
証
す
る
書
面
、
当
該
免
許
等
の
申
請
の
状
況

を
明
ら
か
に
し
た
書
面
又
は
こ
れ
ら
に
代
わ
る

書
面

四

法
第
十
七
条
第
一
項
第
一
号
の
金
融
機
関
と

し
て
の
行
政
庁
の
免
許
、
認
可
、
承
認
そ
の
他

こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
（
以
下
こ
の
号
に
お
い

て
「
免
許
等
」
と
い
う
。）を
受
け
て
い
る
こ
と

を
証
す
る
書
面
、
当
該
免
許
等
の
申
請
の
状
況

を
明
ら
か
に
し
た
書
面
又
は
こ
れ
ら
に
代
わ
る

書
面

五

指
定
申
請
者
が
法
第
十
八
条
第
四
項
各
号
に

該
当
し
な
い
旨
を
誓
約
す
る
書
面

五

指
定
申
請
者
が
法
第
十
七
条
第
四
項
各
号
に

該
当
し
な
い
旨
を
誓
約
す
る
書
面

六

役
員
が
法
第
十
八
条
第
四
項
第
三
号
イ
及
び

ロ
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
旨
を

当
該
役
員
が
誓
約
す
る
書
面

六

役
員
が
法
第
十
七
条
第
四
項
第
三
号
イ
及
び

ロ
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
旨
を

当
該
役
員
が
誓
約
す
る
書
面

２

国
土
交
通
大
臣
又
は
財
務
大
臣
は
、
法
第
十
八

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
す
る
に
当
た
り
、

前
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
の
ほ
か
必
要
な
書
類
を

提
出
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

国
土
交
通
大
臣
又
は
財
務
大
臣
は
、
法
第
十
七

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
す
る
に
当
た
り
、

前
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
の
ほ
か
必
要
な
書
類
を

提
出
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
業
務
規
程
の
記
載
事
項
）

（
業
務
規
程
の
記
載
事
項
）

第
三
条

法
第
十
八
条
第
三
項
の
国
土
交
通
省
令
・

財
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の

と
す
る
。

第
三
条

法
第
十
七
条
第
三
項
の
国
土
交
通
省
令
・

財
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の

と
す
る
。

一
〜
七

（
略
）

一
〜
七

（
略
）

（
法
第
十
八
条
第
四
項
第
三
号
イ
の
国
土
交
通
省

令
・
財
務
省
令
で
定
め
る
者
）

（
法
第
十
七
条
第
四
項
第
三
号
イ
の
国
土
交
通
省

令
・
財
務
省
令
で
定
め
る
者
）

第
四
条

法
第
十
八
条
第
四
項
第
三
号
イ
の
国
土
交

通
省
令
・
財
務
省
令
で
定
め
る
者
は
、
精
神
の
機

能
の
障
害
に
よ
り
役
員
の
職
務
を
適
正
に
執
行
す

る
に
当
た
っ
て
必
要
な
認
知
、
判
断
及
び
意
思
疎

通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
と
す
る
。

第
四
条

法
第
十
七
条
第
四
項
第
三
号
イ
の
国
土
交

通
省
令
・
財
務
省
令
で
定
め
る
者
は
、
精
神
の
機

能
の
障
害
に
よ
り
役
員
の
職
務
を
適
正
に
執
行
す

る
に
当
た
っ
て
必
要
な
認
知
、
判
断
及
び
意
思
疎

通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
と
す
る
。

（
指
定
金
融
機
関
の
商
号
等
の
変
更
の
届
出
）

（
指
定
金
融
機
関
の
商
号
等
の
変
更
の
届
出
）

第
五
条

法
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出

は
、
様
式
第
二
に
よ
る
届
出
書
に
よ
り
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
条

法
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出

は
、
様
式
第
二
に
よ
る
届
出
書
に
よ
り
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
業
務
規
程
の
変
更
の
申
請
等
）

（
業
務
規
程
の
変
更
の
申
請
等
）

第
六
条

指
定
金
融
機
関
は
、
法
第
二
十
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
業
務
規
程
の
変
更
の
認
可
を
受
け

よ
う
と
す
る
と
き
は
、
様
式
第
三
に
よ
る
申
請
書

に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
、
こ
れ
を
国
土

交
通
大
臣
及
び
財
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

第
六
条

指
定
金
融
機
関
は
、
法
第
十
九
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
業
務
規
程
の
変
更
の
認
可
を
受
け

よ
う
と
す
る
と
き
は
、
様
式
第
三
に
よ
る
申
請
書

に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
、
こ
れ
を
国
土

交
通
大
臣
及
び
財
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

（
協
定
に
定
め
る
事
項
）

（
協
定
に
定
め
る
事
項
）

第
七
条

法
第
二
十
一
条
第
一
項
第
三
号
の
国
土
交

通
省
令
・
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲

げ
る
も
の
と
す
る
。

第
七
条

法
第
二
十
条
第
一
項
第
三
号
の
国
土
交
通

省
令
・
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ

る
も
の
と
す
る
。

一
〜
四

（
略
）

一
〜
四

（
略
）

（
帳
簿
の
記
載
）

（
帳
簿
の
記
載
）

第
八
条

法
第
二
十
二
条
の
国
土
交
通
省
令
・
財
務

省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す

る
。

第
八
条

法
第
二
十
一
条
の
国
土
交
通
省
令
・
財
務

省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す

る
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報

様
式
第
一
中
「第

39条
の
25第
２
項

」
を
「第

39条
の
26第
２
項

」
に
改
め
る
。

様
式
第
二
中
「第

39条
の
26第
２
項

」
を
「第

39条
の
27第
２
項

」
に
改
め
る
。

様
式
第
三
中
「第

39条
の
27第
１
項

」
を
「第

39条
の
28第
１
項

」
に
改
め
る
。

様
式
第
四
中
「第

39条
の
31第
１
項

」
を
「第

39条
の
32第
１
項

」
に
改
め
る
。

様
式
第
五
中
「第

39条
の
36第
１
項

」
を
「第

39条
の
37第
１
項

」
に
、「第

三
十
九
条
の
三
十
六
国
土
交
通
大

臣

」
を
「第

三
十
九
条
の
三
十
七
国
土
交
通
大
臣

」
に
、「第

三
十
九
条
の
三
十
六
第
一
項

」
を
「第

三
十
九
条
の

三
十
七
第
一
項

」
に
改
め
る
。

（
株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
事
業
基
盤
強
化
促
進
円
滑
化
業
務
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
省
令

の
一
部
改
正
）

第
二
条

株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
事
業
基
盤
強
化
促
進
円
滑
化
業
務
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る

省
令
（
令
和
三
年
財
務
省
・
国
土
交
通
省
令
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ

る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。


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